
設定日 2013/5/1 

決算日（年4回） 
2月、5月、8月、11月
の各20日 （休業日の

場合は翌営業日） 

基準価額 10,134円  

純資産総額 21億円  
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純資産総額（億円）〔右目盛〕 

分配金再投資基準価額（円）〔左目盛〕 

基準価額（円）〔左目盛〕 

  
シェール関連日本株ファンド 愛称：資源革命（追加型投信/国内/株式） 

＜設定来の基準価額の推移＞ 

（円） 

※設定来の基準価額の騰落率は10,000円
を基準として算出しています。基準価額の
騰落率は税引前分配金を再投資したもの
として算出しています。 

 

●本資料は、明治安田アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料であり、法令に基づく開示書類ではありません。投資信託のお申込みにあたっては、販売
会社よりお渡しします投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成し
ておりますが、正確性・完全性を保証するものではありません。また、当資料の記載内容、グラフ、数値等は、資料作成時点のものであり、将来予告なく変更されること
があります。●当資料のいかなる内容も将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。 ●当ファンドは、直接あるいはマザーファンドを通じて、国
内の株式等、値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、金融機関の預貯金と異なり投資元本は保証されず、元本を割り込むおそれ
があります。また、ファンドの信託財産に生じた利益および損失は、全て受益者に帰属します。●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定
（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。 ●投資信託への投資にあたっては、お申込手数料のほか、信託財産を通じて間接的に信託報酬、監査報酬および
管理費用等のコストをご負担いただきます。●投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではなく、また、登録金融機
関から購入された投資信託は投資者保護基金の補償対象ではありません。 

詳しくは、「契約締結前交付書面」、および「投資信託説明書（交付目論見書）」（一体で交付される書面がある場合はそれを含みます）で内容をご確認ください。 

期間  ： 2013年5月1日（設定日）～2015年2月20日（日次データ） 

＜ファンドの概要等＞ 

（2015年2月20日時点） 

2015年2月23日 

（1/4） 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
「シェール関連日本株ファンド（愛称：資源革命）」は、2015年2月20日（金）に第7期決算を迎えました。 
当期における分配金額を500円（1万口あたり、税引前）としましたので、お知らせ致します。 

お客様各位 

「シェール関連日本株ファンド（愛称：資源革命）」 
～第7期決算 分配金のお知らせ～ 

※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではございません。 

※分配金は、10,000口当たりの税引前の金額（円）。運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があります。 

（億円） 

●年4回（2月、5月、8月、11月の各20日。休業日の場合は翌営業日）決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。 
・分配対象額の範囲は、諸経費等控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 
・収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配
を行わないこともあります。 

 

分配方針 

※将来の収益分配金の支払いおよびその金額について示唆・保証するものではありません。           

＜基準価額の騰落率＞ 

＜分配金の実績＞ 

（年/月） 

第7期分配金（1万口当たり、税引前） 500円 

3カ月前比  +5.15％  

6カ月前比  +9.15％  

1年前比 +18.86％  

設定来 +22.88％  

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 設定来 

     0円    500円     0円     0円    500円    500円   500円  2,000円  

※分配金再投資基準価額は信託報酬等控除後のものであり、税引前分配金を再投資したもの
として算出しています。 
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日経平均株価 -左軸- 

東証株価指数（TOPIX） -右軸- 

＜市場動向＞ 

  国内株式相場は、原油や銅価格の下落に対する懸念やギリシャの政局不安などから下落して始まりました。
その後は米国における小売売上高の下振れやスイスによる意表をつく為替政策の変更などを受け円高が進
む場面はありましたが、相場への影響は限定的でした。1月末にかけては、ECB(欧州中央銀行)による本格的
な量的金融緩和政策の導入、ギリシャのユーロ離脱に対する懸念の後退などから、底堅く推移しました。月
間で東証株価指数(TOPIX)は上昇しました。 

＜運用経過＞ 

  1月の基準価額は0.62％の下落となりました。個別銘柄では、商船三井、クラレなどが好調となる一方、三井
物産、新日鐵住金などが不冴えとなりました。ポートフォリオについては、ファンドのコンセプトに則り、シェー
ル革命によってもたらされる変革期を勝ち抜くと予想される企業を中心に投資しました。1月は銘柄の入れ替
えを行わず、前月末のポートフォリオを維持しました。 

＜今後の投資方針等＞ 

  国内株式相場はレンジ内で推移するとみています。米国経済の基調は強いものの、企業業績については
短期的に頭打ちになっているとみられます。欧州ではECBによる大規模な量的緩和政策が決定していますが、
デフレ懸念は根強く残っています。一方、日本経済は内需主導の拡大を維持するとみており、今期および来
期の企業業績についても好調と予想されます。また、資本効率や株主還元において世界水準の経営を目指
す企業が増えています。国内株式相場は前述の欧米の材料については既に相当程度織り込まれているとみ
られ、本格上昇の時機が近づきつつあるとみています。 

  引き続き、シェール革命によってもたらされる変革期を勝ち抜くと予想される企業を選定し、投資を行います。 

  シェール関連日本株ファンド 愛称：資源革命（追加型投信/国内/株式） 

（2/4） 
※上記は、過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません 

出所：Bloombergデータを基に明治安田アセットマネジメント作成 

組入株式の状況 

運用経過・今後の投資方針等について 

※組入比率はマザーファンドへの投資を通じた対純資産総額比 

（2015年1月30日時点） 

※上記は月次運用レポート（2015年1月30日基準）より抜粋。上記はあくまでも過去の実績および作成時点での見解であり、将来の成果を示唆・
保証するものではありません。 

＜株価指数の推移＞ 

※組入比率はマザーファンドへの投資を通じた対純資産総額比 

(期間：2013年4月30日～2015年2月20日） 

(円) 

(年/ 月/日) 

(指数値) 

【組入上位10銘柄】     

  銘柄名 業種 組入比率 

1 旭化成                  化学 5.4% 

2 浜松ホトニクス              電気機器 5.1% 

3 東レ                   繊維製品 4.8% 

4 三菱ケミカルホールディングス 化学 4.6% 

5 神戸製鋼所                鉄鋼 4.5% 

6 信越化学工業               化学 4.4% 

7 昭和シェル石油              石油・石炭製品 4.3% 

8 クラレ                  化学 4.3% 

9 東京瓦斯                 電気・ガス業 4.0% 

10 いすゞ自動車               輸送用機器 4.0% 

【組入上位10業種】   

  業種 組入比率 

1 化学 21.9% 

2 電気機器 11.3% 

3 機械 10.7% 

4 輸送用機器 8.7% 

5 鉄鋼 7.6% 

6 卸売業 7.1% 

7 鉱業 6.3% 

8 繊維製品 4.8% 

9 石油・石炭製品 4.3% 

10 電気・ガス業 4.0% 

※日経平均株価、東証株価指数（TOPIX）は当ファンドのベンチマークではありません。 



●主として、マザーファンド受益証券を通じて、シェール革命の経済波及効果から期待される世界経済、社会の変革に着目し、 
  主として日本の金融商品取引所に上場されている株式（これに準ずるものを含む）に投資します。 
●シェール革命によってもたらされる変革期を勝ち抜くと予想される企業を選定し、投資を行います。 
  ○シェール革命は、日本の産業の「上流部門」、「中流部門」、「下流部門」それぞれに構造変化をもたらすと予想されます。 
  ○当ファンドでは、それぞれの分野で起こる、新たな競争に勝ち抜くと予想される企業に投資します。 
 ◆マザーファンドの運用は個別企業の成長性や財務内容等の調査・分析を活用したボトムアップ・アプローチを重視します。 

◆株式の実質組入れ比率は、原則として高位を保ちます。 

◆株式以外の資産（他の投資信託証券を通じて投資する場合は、当該他の投資信託証券の信託財産に属する株式以外の資産のうち、 

  この投資信託の信託財産に属するとみなした部分を含みます。）への実質投資割合は、原則として信託財産総額の50％以下とします。 

※資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。 

シェール関連日本株ファンドは、直接あるいはマザーファンドを通じて、国内の株式等、値動きのある証券に投資し
ますので、基準価額は変動します。したがって、金融機関の預貯金と異なり投資元本は保証されず、元本を割り込
むおそれがあります。また、ファンドの信託財産に生じた利益および損失は、全て受益者に帰属します。 

なお、ファンドが有する主なリスクは、以下の通りです。 

■主な変動要因 

株価変動リスク 
株式の価格は、政治・経済情勢、金融情勢・金利変動等および発行体の企業の事業活動や
財務状況等の影響を受けて変動します。保有する株式価格の下落は、ファンドの基準価額
を下げる要因となります。 

※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。 

投資している有価証券等の発行体において、利払いや償還金の支払い遅延等の債務不履行が起こる可能性があります。 
有価証券への投資等ファンドに関する取引において、取引の相手方の業績悪化や倒産等による契約不履行が起こる可能性があります。 
有価証券を売買しようとする際、需要または供給が少ない場合、希望する時期・価格・数量による売買ができなくなることがあります。 
当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式には運用の効率性等の利点がありますが、マザーファンドに
おいて他のベビーファンドの追加設定・解約等に伴う売買等を行う場合には、当ファンドの基準価額は影響を受けることがあります。 
資金動向、市況動向等によっては、投資方針に沿う運用ができない場合があります。 
収益分配は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を超えて行われる場合が
あるため、分配水準は必ずしも当該計算期間中の収益率を示すものではありません。 
投資者の個別元本（追加型投資信託を保有する投資者毎の取得元本）の状況により、分配金額の全部または一部が、実質的に元本の一
部払戻しに相当する場合があります。 
分配金は純資産から支払われるため、分配金支払いに伴う純資産の減少により基準価額が下落する要因となります。当該計算期間中の
運用収益を超える分配を行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日の基準価額と比べ下落することとなります。 

基準価額の変動要因 

その他の留意点 

当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。 

【委託会社その他の関係法人の概要】 
●委託会社（委託者）  明治安田アセットマネジメント株式会社（金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号 加入協会 ：一般社団
法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会） 

  ファンドの運用の指図等を行います。 
●受託会社（受託者）  三井住友信託銀行株式会社 
  ファンドの財産の保管および管理等を行います。 
●販売会社    お申込み・投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。 

販売会社名 登録番号 加入協会 

銀行 株式会社愛媛銀行 登録金融機関 

四国財務局長（登金）第6号 

日本証券業協会 

株式会社東北銀行 登録金融機関 

東北財務局長（登金）第8号 

日本証券業協会 

証券会社 東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 

東海財務局長（金商）第140号 

日本証券業協会 

一般社団法人金融先物取引業協会 

一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

宇都宮証券株式会社 金融商品取引業者 

関東財務局長（金商）第32号 

日本証券業協会 

ワイエム証券株式会社 金融商品取引業者 

中国財務局長（金商）第8号 

日本証券業協会 

池田泉州ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 

近畿財務局長（金商）第370号 

日本証券業協会 

当ファンドの特色 

 ファンドの特色、投資リスク 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 
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投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 
購入申込受付日の基準価額に、3.24％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める率を乗じて得た額とします。 

詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

信託財産留保額 ありません。 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 
（信託報酬） 

 
 
 
 

 

その他の 
費用・手数料 

監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オプション取引等に要する費用等を信託財産でご負担いただきます。 
※その他の費用については、運用状況等により変動しますので、事前に料率、上限額等を表示することができません。 

運用管理費用（信託報酬）は、ファンドの計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に対し、年1.5552％（税抜1.44％）の率を
乗じて得た額とし、毎計算期末または信託終了のとき、信託財産中から支弁します。 

購 入 単 位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

購 入 価 額 
購入申込受付日の基準価額とします。（基準価額は1万口当たりで表示しています。以下同じ。） 
※基準価額は、販売会社または委託会社へお問い合わせください。 

購 入 代 金 販売会社が指定する期日までにお支払いください。 

換 金 単 位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

換 金 価 額 換金申込受付日の基準価額とします。 

換 金 代 金 原則として、換金申込受付日から起算して4営業日目から受益者に支払います。 

申 込 締 切 時 間 原則として、販売会社の営業日の午後3時までに販売会社が受付けた分を当日の申込みとします。 

購 入 ･ 換 金 申 込 

不 可 日 
― 

換 金 制 限 信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金の申込みには制限を設けることがあります。 

購入 ･換金申込受付の 

中 止 及 び 取 消 し 

金融商品取引所における取引の停止、その他やむを得ない事情があるときは、申込みの受付を中止することおよびすでに受付
けた申込みの受付を取消すことがあります。 

信 託 期 間 2013年5月1日から2018年5月21日 

繰 上 償 還 
委託会社は、受益権の総口数が10億口を下回った場合、この信託契約を解約することが受益者のため有利であると認めるとき、
またはやむを得ない事情が発生したときは、受託会社と合意のうえ、この信託契約を解約し、信託を終了させることができます。 

決 算 日 2月、5月、8月、11月の各20日（休業日の場合は翌営業日） 

収 益 分 配 

年4回決算を行い、収益分配方針に基づいて、分配を行います。 
（注）当ファンドには、「分配金受取りコース」および「分配金再投資コース」があります。なお、お取扱い可能なコースおよびコー
ス名については、異なる場合がありますので、販売会社へお問い合わせください。 

信 託 金 の 限 度 額 5,000億円 

公 告 委託会社が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行い、次のアドレスに掲載します。http://www.myam.co.jp/ 

運 用 報 告 書 
2月および8月の計算期間終了時および償還時に作成のうえ、交付運用報告書は、販売会社を通じて、信託財産にかかる知れ
ている受益者に交付します。 

課 税 関 係 

課税上は、株式投資信託として取扱われます。 
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。 
配当控除、益金不算入制度の適用が可能です。 

 手続・手数料等 （詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください） 

※当該手数料等の合計額については、投資者の皆様の保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 

・税金は表に記載の時期に適用されます。 

・以下の表は個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税方法等により異なる場合があります。 

●ファンドの税金 

時 期 項 目 税 金 

分配時 
所得税及び 
地方税 

配当所得として課税します。 
普通分配金に対して････････････････････････････････20.315％ 

換金（解約）時及び 
償還時 

所得税及び 
地方税 

譲渡所得として課税します。 
換金（解約）時及び償還時の差益（譲渡益）に対して･･･20.315％ 

・上記は2015年1月末現在のものです。  

・少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」は、2014年1月1日以降の非課税制度です。当制度をご利用の場合、詳しくは、販売会社へお問い合わせください。 

・法人の場合については上記とは異なります。 

※税法が改正された場合等には、上記の内容が変更されることがあります。税金の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧め
いたします。 

（4/4） 

お申込みメモ 

ファンドの費用・税金 

合計 委託会社  販売会社  受託会社  

1.5552％（税抜1.44％） 0.756％（税抜0.7％） 0.756％（税抜0.7％） 0.0432％（税抜0.04％） 

（年率） 


